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都市計画マスタープラン策定実習 
第2回中間発表　2010/1/29
第５班　　TA：松丸仁

川嶋珠生／澤田敏規／玉置将法／森谷千夏／ブイティエンキム
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問題点の発見
平成18年度まちづくりアンケートより，市民は，
・中心市街地の整備

・都市・自然景観の向上

・地域の特性を生かしたまちづくり

という問題に対して重要度が高く，満足度は低いと感じていることが分かる．よってこれらの問題を解決することが，市民の生活の快適性や満足度の向上につながると考える．
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また，まちづくりアンケートの「土浦市の住み心地」という項目では，約80％程度の住民が住み心地は普通以上であると考えていることがわかる（図1）．
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市民
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大学生

職員

住み続けたい 市内の他の場所に移りたい

県内の他の市町村に移りたい 県外に移りたい

どちらともいえない 無回答


　さらに「定住意向」，「土浦市への愛着心」の項目では，大学生・中学生の定住志向が低く，愛着心も低いことがわかる（図2，3）．このことから，市への愛着心が低いことが定住意向の低下につながると考える．
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　よって人口減少を防ぐために，どの世代にも土浦に愛着を持ってもらい，土浦に住みたい，住み続けたいという気持ちを持ってもらうことが重要であると考える．
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2． 目指す都市像
「伝えて使って暮らしやすい
　　　　　　　　ずっと住みたい、つちうら。」
　市民に対し，土浦に存在する歴史資産や市内で行われているイベント，暮らしに役立つ情報などの様々な情報を積極的に発信する．市民がそれらの情報を知ることで，土浦が秘めている良さを新発見・再認識し，地域への愛着心を育み，「このまちに住み続けたい」という定住意識を抱くことができるような都市を目指す．
3． 具体的な提案
目指す都市像を実現するために実施する，具体的な提案を述べる．提案は改善・改良の余地のある「中心市街地，交通，農業，住宅，公共施設，情報発信・提供」という問題に対して行う．
3.1　モール505のリニューアル
　土浦駅西口の北側には505mの長さを持ち，日本一長い商店街を自称しているモール505がある．かつては賑わいを見せていたが，研究学園方面に建設された土浦イオンなどの大規模商業施設の影響を受け，現在は多数の空き店舗が出ている．わかりづらい場所にあるものの，土浦駅の近隣に位置しており，駐車場も十分に整備されているため，利便性は高いと考えられる．
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　そこで，このモール505を市民の活動拠点として整備することを提案する．具体的な方針としては，モール505一階に事務所を構えている「SOHOつちうら」を足がかりとして，活性化を促す．「SOHOつちうら」とは中心市街地の空き店舗を活用し，SOHO事業者の拠点となる施設環境を整え，企業家の支援・育成を図る施設である．SOHO事業者にモール505内3階を事業拠点として提供するための管理・情報発信システムを構築し，中小業者を呼び込む．また，市民に交流の場を提供することを目的として，2階は同好会やサークルの活動場所として広く開放する．さらに現在入っている各種商業施設は1階に移転し，近隣住民や通行者，モール2階・3階の利用者による需要を確保する．このように様々な利用目的を持った人々を呼び込むことで，モール505を復興する．
3.2　時代別まちづくり
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　土浦市内にはさまざまな時代背景をもつ歴史資産が多数存在する（図4）．それら自身，さらにそれらの周辺環境の魅力を向上させるために，景観整備を行う．具体的な整備のイメージとして，駅前アーケード商店街の修景を行った（図5）．左の画像のように，現在はアーケードがあることで空が見えず，電柱やアーケードを支える柱によって窮屈で雑多な印象を受ける商店街が，整備後は写真右のように歩道が明るくなり，広々とした印象になる．さらに沿道店舗の外装に統一感をもたせることで，商店街全体が一体となった，魅力ある空間に変容させる．これによって住民がまちに愛着を持つことができ，さらには商業拠点・観光資源としての有効活用も期待できると考える．
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3.3　交通混雑緩和
[image: image16.emf]土浦市への愛着心
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　現在，土浦市では各所で交通混雑が発生している．（図6）は平成17年度における交通混雑度を図示したもので，濃い線が交通混雑発生箇所(混雑度1.5以上) を表している．国道6号バイパスと，中心市街地へと至るアクセス道路での混雑が目立つ．（図7）は平成17年度でのリンク容量を図示したもので，濃い線が道路の狭い箇所(リンク容量8000台以下)を表している．（図6,7）を比較すると，中心市街地へのアクセス道路では，道路幅が狭いところで渋滞が発生しているという傾向が読み取れる．そこで改善策としてこれらの幅員を拡幅し2倍のリンク容量を確保するほか，6号バイパスと併走している125号を拡幅して通過交通を分散させる．また，真鍋で354号と125号をつなげ，土浦駅南部で区画整理を行うことで中心市街地へのアクセス環境を改善させる．（図8）は上述の工事が完了した状態で，目標人口14,500人達成下での混雑度を図示したものである．（図6）と比べて混雑が広域にわたって改善していることが読み取れる．また工事完了後も混雑が緩和されない箇所に関しては，後述するようにコミュニティ放送等で渋滞情報や迂回路情報を流すことで，混雑の解消を図る．
3.4　農業・未耕作地問題
現在，旧新治地区を中心に未耕作地が増加している一方で，就農者の高齢化も進行している．このような状況を打開するためには，新規の就農者に農業に関心を持ってもらうことが不可欠である．そこで，農業を法人化し安定した収入を実現する農業ビジネスと，耕作放棄地など農業に関する問題点解決につながる対策を募集する農業コンペなどを導入するなどして，市民の目線に立った対策を展開する．これらの施策により農業への注目度を高めると同時に身近なものにし，新規就農者の獲得と育成を目指す．
3.5　住み替え補助制度
　新治地区では高齢人口割合が26％（平成17年度）となっており，土浦市の21％，日本の21％（平成18年度）と比較しても高齢化が進行していることがわかる（図9）．また新治地区には医療施設や高齢者福祉施設が少ないため，それらの施設を必要としている高齢者の需要を満たしていないと考えられる．さらに土浦・荒川沖駅近隣ではマンションの売れ残りが問題となっている．
　そこでマンションの空き部屋を減らし，高齢者が安全で便利な生活ができるシステムである住み替えの補助を提案する．住み替えとは郊外等の医療・高齢者福祉施設が不足している地域に住む高齢者が，比較的面積の大きい郊外の住宅を若い家族世帯に賃貸し，自らは医療施設等が充実している駅前のマンションに転居することで，安全で便利な暮らしを送ることができるようになる制度のことである．
　市では住み替えを望む高齢者や若い世帯，入居者を募集しているマンション等相互の要望や情報を管理し，適切で円滑な補助を行う．また引越し費用や家賃補助も行い，住み替えを促進させる．市町村が住み替えの補助を実施している事例としては，北海道北広島市などがある．北広島市では，高齢などで自宅の維持管理が困難になった市民が保有する住宅の情報を募集・登録しており，登録された情報は1戸建て住宅を探している若い世帯に，市のホームページなどで知らせることで住み替えを促進している．
3.6　公共施設情報提供システムの充実
　市内には8つの公民館や4つの図書館をはじめ，体育館や県南生涯学習センターなどの多様な公共施設がある．また，Webサービスやスポーツ教室，移動図書館など，サービス内容も多岐にわたっている．しかしその一方で，平成18年度まちづくりアンケートによると土浦の公共施設やサービスに不満を抱いている市民が多いことがわかった．「市民が土浦市にほしいもの」という質問に対しての回答は，図書館(111件)，スポーツ施設・体育館(91件)，ホール(39件)，博物館・美術館(32件)と，既に充実している施設が上位にあがっていることから，これらの施設の存在や使い方を知らない市民がいると思われる．これは，市民への公共施設やサービスについての情報がうまく伝わっていないことが原因であると考えられるため，次節より情報の内容改善や，新たな情報提供システムを提案してゆく．
3.7　情報発信

　主に土浦で暮らす市民に対し，土浦に関する情報を多様な手法で発信する．これにより，これまであまり知られていなかった土浦市の施設やサービスなどを市民が最大限に活用できるようになるほか，新しい施策やイベント情報などをスムーズに普及させることができる．また，自分の住んでいるまちのについての新発見や再認識などを通じて，地域への愛着心を育むことを目標とする．
3.7.1　Web site(PC，携帯電話向け)

　ウェブサイトを用いた新たな情報発信の提案と既存のサイトの充実を提案する．ウェブサイトのメリットとしては，一箇所からまとめて情報を入手可能であり，携帯電話を利用したウェブサイト閲覧では，場所にとらわれず，知りたい情報を容易に入手可能である点が考えられる．また事務手続きが省略できることや，施設予約が容易であること，多言語対応可能であることも利点である．発信する情報としては施設利用状況，予約申請，イベント情報などが挙げられる．これにより，各種手続き等の効率性の向上，施設の利用促進，イベントの活性化等を図る．事例としては市内の公共施設予約を一括して管理しているさいたま市公共施設予約システムなどがある（図10）． 

3.7.2　キオスク端末・タッチパネル方式案内板
　コンビニエンスストアなどで広く導入されているタッチパネル方式の案内板を，駅の構内や公共施設，Uralaなど人々の往来がある場所に設置する．提供できる情報量が多く情報更新も容易であり，プリントアウトなどの拡張機能も備えることができるため多様なサービス提供が可能である．また多言語表示への対応も可能であり，多くの人が気軽かつ能動的に情報を得ることができるため，往来する人々に対し市内でのイベント情報や日常生活の役に立つ商店街等のクーポン情報を広く提供することが可能となる．タッチパネル方式案内板の導入により，市民の日常生活においての利便性が向上すると同時に，市内でのイベントの活性化などの効果が期待される．
3.7.3　クーポン発券機

携帯電話の機能を利用して，商店街などで使えるクーポンの発券機をUralaや商店街にある店舗などに設置し，買い物客や往来する人々に利用してもらう．クーポンを発券することでその券を使える店舗へ赴くインセンティブが生まれ，これまでUrala内で留まっていた歩行者が商店街へと足を運ぶようになり，販売促進効果と人の流れが生まれることによる商店街の活性化が期待される．事例として，IC機能利用ではマクドナルドで活用されている「かざすクーポン」，QRコードでは長崎屋の「割引クーポンサービス」がある．タッチパネル方式端末に比べて機能がクーポンの発券に特化しており，高齢者でも簡単に扱えるという点が特徴で，すでにこのようなクーポン発券機を導入している荒川沖前のさんぱるでは多くの高齢者に利用されている．
3.7.4　電光掲示板・液晶モニター

　市民のみならず，駅構内など設置する場所によっては多くの人にタイムリーな情報を発信することが可能である，電光掲示板や液晶モニターを利用した情報発信を提案する．電光掲示板や液晶モニターは情報の更新が容易であり，また設置に要するスペースも小さく，多言語表示への対応も可能であるため，多くの市民への情報発信が出来る．設置場所は駅待合室や主要バス停を計画し，情報は公共施設や商店街のイベント情報，バスの運行情報等を発信する．
3.7.5　ラッピングバス

（図11）より，公共交通機関であるバスの利用者数は，関東鉄道バスやJRバスが減少傾向にある中，中心市街地の回遊性ニーズに対応したキララちゃんバスが増加傾向にあり，より地域に密着した地区内循環バスが注目されている．
そこで住民の関心が高いキララちゃんバスをラッピングバス化することを提案する．ラッピングバスとは，バスの車体全体を広告媒体でラッピングし，販売促進効果や利用促進効果を期待する比較的新しい広告手法のことである．ラッピングバスは走る広告としての請求効果があり，生活者の目線に即した情報発信，地域のイメージアップや記載した企業や地域のブランディング力を高めるメリットがある．また，交通広告の中でもコストが低いことから多くの事例もある． 
　具体的なラッピングの提案として，キララちゃんバスに市内の施設や「まちかど蔵」等の名所をラッピングして，市へ愛着心を向上させ，また施設利用の促進を図る（図12）．また，「まちかど蔵」等で展示されている土浦の写真コンテストの入賞作品をラッピングするなどのイベントも計画する．

3.7.6　コミュニティ放送

コミュニティ放送とは，市区町村程度の範囲を放送対象地域とするラジオ放送のことである．放送地域のローカル性を活かし地域に密着した情報を発信することができるほか，比較的安価で運営することができる．ラジオ放送は家だけでなく屋外や車の中でも気軽に受信することができる点が特長である．情報発信例としては，通過交通として市内を通っている車内の人に対して，カーラジオを通じて道路の混雑状況や迂回情報を発信したり，その地域の観光スポット紹介を行ったりすることが考えられる．それによって交通渋滞の緩和や，聴取者が土浦に興味・関心・愛着を持ってもらうことができると考える．事例としては茨城県内ではつくば市，水戸市，鹿嶋市で放送が行われている．
3.7.7　市民参加

これまでの提案では，市や交通事業体，商工会などが情報発信者となっていた．しかし，市民自らが情報を発信することができる場を持つことで，市や交通事業体などとは違った視点からの情報を広く提供することができる．例えば，岐阜市では市内の小中学生に自分の住んでいるまちを探索してもらい，それをもとにまちの絵地図を描き，人々の往来に展示するといった取り組みが行われているほか，土浦イオン内では土浦のお勧め観光スポットを市民が自由に記載できる掲示板などが設けられている．これにより，まちの魅力を市民の目線で伝えることができるだけでなく，住んでいるまちを知り，魅力を再発見し，それを表現することを通じて地域への愛着を持つきっかけとなることが期待される．
3.7.8　発信方法と情報の内容
　3.7.1から3.7.7で述べた情報発信方法と発信する内容を対応させた（表1）を以下に掲載する．

4． まとめ
　上記したそれぞれの問題・提案を相互に関連づけ，情報発信・提供という観点から一体的に改善，改良することにより，暮らしやすく，ずっと住みたいと感じられるまちをつくる（図13）．

5． 今後の方針
第二回中間発表以降は以下のような内容に関して，分析・調査を進めていく．
・各提案のより詳細な計画
・未耕作地への提案

・実現可能性の検討

・周辺市町村計画や上位計画との整合性の検討
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http://www.kanto.meti.go.jp/seisaku/ryutsu/shougyou/60sen/2006071160sen.html

・新庄100円商店街（閲覧日：1月26日）

　　http://www3.ic-net.or.jp/~nya-ju/shop/100yen/100yen.html

・MPOデータサービス用語集（閲覧日：1月26日）

　　http://mpodata.jp/word.html

・SOHOつちうら（閲覧日：1月27日）

　　http://www.tsuchiura.jp/soho/index.shtml

・さいたま市公共施設予約システム（閲覧日：1月27日）

　　http://www.shisetsu.city.saitama.jp/Menu/sindex.html

・(株)SKRテクノロジー（キオスク端末）（閲覧日：1月27日）

　　http://www.ooq-net.jp/category/product/lectronic_machine/0078.html

・デジタルサイネージ（電子看板システム）（閲覧日：1月27日）

　　http://blog.goo.ne.jp/lcddisplay/e/c45d58980d0b869e85e660c70c78cf69

・LED電光掲示板（閲覧日：1月27日）

　　http://www.neo-w.co.jp/img/LED/vision/module_XM-2R8R.html

・JCBA 日本コミュニティ放送協会（閲覧日1月27日）

　　http://www.jcba.jp/

・財団法人岐阜市にぎわいまち公社（閲覧日1月27日）

　　http://www.gifu-nigiwai.org/blog/?cat=14

・イラスト素材（閲覧日：1月25日～1月29日）

　　http://kids.wanpug.com/top_person.htm
・北海道北広島市HP（閲覧日：1月29日）
http://www.city.kitahiroshima.hokkaido.jp/[image: image18.png]‘:‘: : @
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（図12　キララちゃんバス　ラッピングイメージ）
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（図11　バス利用状況推移）
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（図7　リンク容量　現状）





（図10　さいたま市公共施設予約システム　ウェブサイト）
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（図9　平成17年度　年齢別人口割合）








（図4　歴史的資産・町並みの所在地）
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（図8　混雑度　改善後）





（図6　混雑度　現状）





（図3　まちづくりアンケート土浦市「土浦市への愛着心」）
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（表1　発信方法と発信内容）








（図２　まちづくりアンケート土浦市「定住志向」）
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（図13　問題と提案の関連図）








（図１　まちづくりアンケート土浦市「土浦市の住み心地」）





（図5　駅前アーケード商店街景観整備イメージ）
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